
タ
ロ
ダ
ニ
ジ
ヨ
ウ

ウ
山
中
城
。

ナ
ロ
ダ
ユ
パ
シ

黒
谷
徳
江
川
山
山
山
中
出
来
の

一

地
を
旅
れ
る
山
中
川
に
架
し
た
木
陥
で
、
深
加
を
望

一

み
奇
岩
に
射
す
る
組
円引
げ
で
あ
る
。
詩
人
は
時
谷
・然

一

務
な
ど
の
文
字
を
問
ひ
る
。
旬
容
の
比
一
山
地
銀
に
、
『
此

一

ヲ
ロ
バ
オ
リ
ト
ウ

黒
羽
織
総

天
保
二
年
長
辿

川
の
く
ろ
作
総
は
紛
況
の
地
也
。
げ
せ
を
翁
の
平
岩

一
弘
は
滞
の
年
計
に
列
し
た
。
日
時
雌
士
上
川
緋
靴
を

に
座
し
て
手
を
う
ち
た
ι
工号、
、
行
酬
の
た
の
し
び
mx
一
下
し
て
教
授
し
、
時
制
咋
を
論
ず
る
こ
と
甚
だ
向
切
で

に
あ
り
と
一
ふ
し
う
た
は
れ
し
も
と
、
自
笑
が
か
た

一
あ
っ
た
。
辿
弘
乃
ち
之
を
民
地
に
試
み
ん
と
欲
し
た

り
け
る
に
、
な
つ
か
し
と
も
せ
ち
に
お
ぼ
え
て
。
今

一
が
、奥
村
祭
れ
は
抗
川
に
持
あ
0
と
し
、而
し
て
務
侯

の
手
は
何
に
こ
た
へ
む
ほ
と
L
ぎ
す
、
句

2
0』
と
あ

一
前
川
狩
棋
は
栄
引
を
信
任
し
た
の
で
、
如
何
と
も
す

る。

一
る
を
鮮
な
か
っ
た
。
然
る
に
十
四
年
間
出
況
の
卒
し
た

タ
ロ
ダ
ブ
ガ
イ

黒
田
武
-一亥

河
北
郎
防
松
山
人
。

一
後
、
辿
弘
は
漸
く
そ
の
立
見
を
開
山
政
に
路
す
こ
と
を

創
川
自
明
の
三
川
町
。
家
を
若
杉
肢
と
い
ひ
、
迎
栴
入

一
得
、
弘
化
・一郎
永
の
附
に
瓦
り
、
別
桜
田
伸
行
山
開
制
仲
間
的

十
次
郎
・八
十
八
・
左
お
衛
門
。
祢
は
忠
恕
。
日
h
f
・坑

一
泊
、
間
叫
川
却
裕
行
水
際
保
山
止
、
勝
手
方
近
際
信
行
部
寸

弘
常
・
武
亥
と
脱
し
、
鶴
市
卓
士
附
と
し
亡
、
制
約
を

一
と
謀
。
、
財
政
を
液
型

L
、
宿
弊
を
斐
除

L
、
そ
の

円¥ひ
、
雄
姿
の
後
は
怠
化
隠
民
と
抑
制
し
た
。
明
治
…
=
成
約
刷
る
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
然
る
に
お
永

年
六
且
出
十
六
町
闘
を
U
C
奴

。

二

年

の

切

に

点

。

て

は

、
こ
の
一
驚
は
防
人
か
ら
思

h
y
ロ
主
モ
ン
テ
イ

壁一
多
門
邸

加
れ
滞
の
江
戸
羽
織
%
と
呼
げ
九
一
、
峨
に
新
訟
を
行
う
た
ぬ
に
は
々

木
郷
邸
内
に
討
肉
祭
多
門
邸
と
抑
制
す
る
一
院
が
あ

一
た
る
肘
諭
を
お
起

L
た
の
で
、
間H
壌
は
彼
等
を

U
て

U
、
土
地
を
り
て
之
を
以
測
し
で
あ
っ
た
。
初
め
滞

一
裕
治
を
禁
乱
す
る
も
の
と
な

L
、
安
政
元
年
六
月
十

の
持
府
に
提
供
し
た
限
人
を
山
口
く
別
で
あ
っ
た
が
、

一
七
日
泌
弘
の
年
計
肢
を
記
じ
、
匁
日
亦
閉
山
山
川
・傑
娃
-

W
H
文
沢
年
間
人
を
腕
し
た
後
に
於
い
て
も
向
そ
の
民

一
信
行
の
臓
を
特
う
た
。
航
に

L
て
辿
弘
の
四
年
間
且

令
を
咋
し
、
間
指
・
足
料
・
御
小
人
町
一
"
を
刊
は
せ
た
o

よ
ぜ
以
て
卒
し
た
後
、
そ
の
品
川
流
次
第
に
政
息
L
、
文

隠
さ
二
千
七
J
l

一
歩
。
こ
の
地
は
天
和
三
年
入
且
大

一
久
二
年
保
廷
は
釘
則
説
奉
行
に
官
服
せ
ら
れ
、
同
-
年

即
日
昔
俣
の
郎
巾
に
加
へ
ら
れ
た
。

一
応
的
信
行
部
川
慨
ね
泊
職
に
復
す
る
に
及
ん
で
‘
一拘

ク
ロ
ツ
フ
ネ
ジ
ナ
イ

黒
津
給
地
内
河
拍
叩
到

↑
び
政
界
に
於
け
る
勢
力
を
得
た
。
こ
れ
日
時
凶
郁
多

上
庄
の
都
w
m
o

こ
の
地
は
山
山
内
押
で
、
も
と
小
川
的
制
鮎

一
仰
に
し
て
、
彼
等
の
材
幹
に
符
つ
こ
と
の
念
で
あ
つ

が
よ
与
に
銀
座
し
、
そ
れ
を

E
m舟
大
別
耐
と
い
う

一
た
勾
で
、
彼
等
も
亦
一
致
協
力
し
て
改
革
に
泊
。
、

た
。
越
mq
引
ム
一
州
志
に
劫
掠
の
黒
鉛
人
体
の
所
ゆ
ゑ

一
箆
物
方
の
如
き
有
織
な
る
附
設
を
な
L
た
。
黒
羽
織

こ
の
名
を
得
た
と
す
る
訟
は
採
ら
な
い
o
m
品
川
紡
の
名

一
昨
品
山
名
は
、
辿
弘
話
す
が
公
務
の
俄
暇
互
に
矧
曾
す
る

は

幼

必

入

坑

時

代

に

は

存

せ

向

。

時

、
皆
慾
法
机
訟
の
羽
織
を
む
刑
し
た
か
ら
だ
と
い
は

ナ
ロ
ツ
フ
ネ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

黒

津

船

明

神

れ

る
が
、
航
山
政
知
町
同
市
町
に
よ
る
と
、
黒
羽
織
は
河

黒
谷
被

ー
ヤ
マ
ナ
カ
ジ
ョ

ク
ロ

ヲ

2 

小
部
訓
枇
0

9
ロ
ノ
リ

黒
海
苔

貸出
m
の
添
物
制
州
都
に
、
羽

咋
郎
副
抑
制
午
ド
村
・
生
訓
村
十
一
且
よ
b

J
i

一一
Hn

巾
に
取
る
と
あ
る

o
mよ
り
こ
の
地
の
み
の
震
で
は

な
い
。

ハ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

豚
の
異
名
で
、
人
に
あ
た
る
窓
の
隠
訴
で
あ
る
と
す

る。テ
ロ
ハ
パ
キ

黒
恩
巾

本
多
安
房
守
政
置
の
時
、

黒
腔
巾
と
搭
す
る
武
辺
の
者
多
数
を
召
抱
へ
、
川崎竹内

諮
の
取
締
に
任
じ
た
。
身
分
は
多
分
足
軽
で
、
相品川き

腔
巾
を
穿
ち
、
六
角
の
筋
金
の
入
っ
た
僚
を
悦
へ
、

甚
だ
税
減
を
鋭
う
た
。
老
川
氏

・
角
創
氏
な
ど
は
円程

容
の
子
採
で
あ
る
と
い
ふ
。

里山ぼ
乙
岩

-ク
ロ
ボ
コ
イ
ハ

ケ
黒
岩
刷
。

テ
ロ
マ
ル

黒
丸

珠
洲
郡
直
郷
に
印
刷
す
る
部
訴

で
、
明
治
巾
に
京
り
雨
些
…
丸
と
改
め
ら
れ
た
。
能
殺

名
跡
志
に
;
『
内
組
抗
邸
左
術
門
と
い
う
て
、
中
出
郷

土
あ
り
と
い
う
て
館
跡
あ
り
。
そ
の
筋

R
の
者
八
人

百
姓
に
あ
り
。
郎
の
訟
に
世
相
王
子
の
宮
あ
り
。
近
比

ま
で
内
航
寺
と
い
ふ
寺
あ
り

L
闘
。
ま
た
黒
丸
市
兵

衛
と
い
」
大
同
姓
あ
b
。
背
は
山
廻
役
勤
め
ご
市
き

一円
姓
な
り
。
こ
の
者
放
あ
り
て
黒
丸
の
名
あ
り
。
類

家
に
蛇
…
丸
隊
兵
衛
と
い
う
て
大
百
姓
あ
b
o』
と
杷
す

る。

0

・
ク
ロ
イ
ハ
ポ
ウ

h
y
ロ
マ
ル

黒
丸

珠
洲
郡
若
山
庄
に
関
す
る
部

古
川
。
明
治
中
に
京
。
、
上
黒
丸
と
改
稿
し
た
c
文
化

十
四
年
の
縦
方
位
上
に
斗
諜
丸
村
に
航
跡
と
巾
て
、

只
今
関
厳
匙
阪
市
候
。
』
と
あ
る
。

テ
ロ
ミ
ネ
ザ
カ

呈
…
峰
坂

臥
主
部
鈴
鹿
か
ら
珠

洲
榔
黒
丸
(
今
上
黒
丸
〉
に
越
す
山
道
で
、間
括
的
法
立

山
の
腿
を
泊
泌
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
に
黒
崎
結
と

も
い
ふ
。

正
保
四
年
の
三
州
遊
山
世
郡
上
に
、『
鈴
峰
村

よ
り
黒
丸
村
迄
武
拾
七
町
、
此
削
黒
釘
坂
上
下
十
五

町
.
牛
持
活
行
不
自
問
。
』
と
あ
る
。

h
y
ロ
ミ
ネ
ジ
ヨ
ウ

豊中…峰
城

鳳
主
・珠
洲
同
部
界

に
銭
え
る
鎚
立
山
の
階
、
臥
市
一
部
寺
山
地
内
の
照
的

V

ペ
ヲ

ト

に
在
っ
た
と
い
ふ
。
能
菅
名
跡
志
に
.『
阿
別
抱
と
い

ふ
所
に
、
盟
昨
の
域
主
阿
部
の
判
官
義
宗
と
い
ふ
人

の
塀
あ
り
。
則
往
来
に
亡
、
加
を
五
始
と
い
ふ
。
則

此
村
に
判
官
の
子
孫
あ
b
て
、
阿
沼
山
間
/
¥
と
呼
び

し
を
、
ね
て
今
阿
別
措
と
呼
び
て
、
是
よ
り
恩
師
町
山

へ
上
る
也
。
過
に
策
特什
・銚
子
谷
と
て
深
き
谷
あ
り
。

是
は
黒
崎
の
械
元
朝
に
官
間
以
せ
し
時
、
明
川
を
鰭
ご
あ

b
し
曲
川
に
、
地
名
に
呼
ぶ
と
い
へ
り
。
細
川
に
城
跡

あ
り
。
東
方
に
冷
水
あ
り
。

七
つ
探
と
で
あ
り
。
忌

は
務
械
の
時
死
骸
郡
物
を
山
み
し
古
級
と
見
え
亡
、

今
も
穿
て
げ
兵
共
出
る
と
い
へ
b
o
此
の
思
怖
と
い

ふ
城
郭
の
時
は
、
大
木
成
。
思
…
〈
見
え
し
仙
m
b
h
と
す

と
い
へ
り
。
』
と
い
ひ
、組
殺
到
三
州
志
似
械
考
に
は
、

『
里
山
的
法
文
山
は
、
品
越
村
・
欽
守
谷
村
・
法
仙
寺
村

の
入
A
円
の
地
也
。
今
城
跡
の
治
形
不
持
。
』
と
あ
る
。

阿
部
判
宵
の
こ
と
は
俗
説
で
あ
ら
う
。

タ
ロ
ミ
ネ
ジ
ン
ジ
ヤ

黒
峰
神
社

珠
洲
怖
出
前

の
今

m術
榊
耐
と
い・
十
も
の
、
之
に
日
る
の
で
あ
ら

う
。
式
内
等
部
批
犯
に
、『
削詩
的
耐
枇
。
若
山
郷
自
前

村
地
内
思
…
制
日
館
山
銀
座
o
m
s貸
出
山
沢
枇
別
跡
。

或
云
貸
出
山
大
師
m
m
o
山
由
耐
也
。
』
と
見
え
、
貸
出
山
は

飽
止
山
で
あ
る
。

ク
ロ
ミ
ネ
ホ
ウ
リ
ュ
ウ
ザ
ン

ホ
ウ
リ

ュ
ウ
ザ
ン
自
立
山
。

黒
峰
法
立
山

h
y
ロ
モ

聖一
一法
能
殺
の
街
径
と
し
た
総
務
。

H

周
三
味
紀
天
文
九
年
六
且
十
日
に
、
『
訓
上
三
郎
九
郎

白
出
能
綾
上
、
持
二
百
銭
堅
持
苔
七
お
黒
涼
・一一
包
来。
』

と
あ
る
。

タ
ロ
モ
ト
ウ
ヱ

黒
本
植
芋
は
大
樹
、
収
は
お

営
、
別
に
主山山
・柴
山
政
引
人
・化
化
泊
人
却
す
の
枕
が

あ
る
。
安
政
五
年
二
且
石
川
拙
宮
肢
に
生
ま
る
。
父

は
銭
屋
典
右
街
門
。

二
掠
村
の
民
八
兵
衛
の
益
子
と

な
っ
た
。
幼
名
祭
太
郎
。
十
八
段
初
め
て

mに
志

L
、

際
問
紘
一
止
の
門
に
就
き
て
和
総
の
明
日
を
刑
制
ひ
、
後間肌

二
七
三

L 


